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L
3

コ

司

代

一

か

ら

ニ

季

、

一

一

一

挙

型

に

移

行

し

つ

つ

ふ

じ

~

し

ま

し

た

。

観

光

で

は

一

百

二

十

一

室

一

O
Jに
鉱
援
す
る
め
の
も
の
で
~
投
入
し
て
お
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
起

一

号

訪

清

拙

一

り

ま

す

が

、

駐

車

場

の

盟

、

海

岸

の

王

万

円

、

こ

れ

は

室

員

パ

ン

フ

レ

ニ

ナ

。

一

壁

新

年

度

審

め

で

二

盟

主

百

一
8
主

人

宅

凶

一

安

全

性

の

問

題

、

あ

る

住

衛

生

震

で

卜

、

需

開

発

襲

撃

で

あ

り

、

こ

一

こ

の

他

意

義

裂

と

し

て

、

五

百

一

八

十

八

万

二

千

円

、

そ

の

差

額

は

新

一
4
官

官

現

炉

一

ιの問
題
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
解
決
し
一
の
露
締
役
進
め
る
た
め
、
率
、
磯
一
土
ハ
高
、
思
舗
装
排
水
震
工
事
一
年
度

Z六
十
九
万
一
一
一
千
円
で
あ
り

一
第
哨
加
丘
町
の
産
業
を
振
興
し
て
町
民
の
所
得
一
も
だ
ん
だ
ん
霊
長
章
、
漁
業
と
一
な
が
ら
受
入
態
勢
毒
え
て
行
か
ね
ば
一
浜
、
大
震
一
一
震
に
簡
易
関
却
炉
義
一
費
と
し
て
千
八
百
高
、
町
道
路
新
設
一
ま
す
。

一
ゴ
詑
一
を
増
し
、
霊
童
備
し
て
告
の
近
一
同
じ
く
後
継
者
に
苦
し
ん
で
お
り
ま
す
一
な
り
ま
せ
ん
。
幸
い
辞
地
区
に
保
護
一
霞
す
る
震
と
し
て
五
十
一
二
万
円
孝
一
幹
線
排
水
童
書
と
し
て
千
八
百
万
一
器
産
の
限
度
一
在
、
一
般
財
源

一
，
疋
化
を
号
、
教
育
文
化
の
向
上
に
よ
一
如
何
に
し
て
こ
れ
ら
の
落
ち
込
み
を
肪
一
セ
ン
タ
ー
も
出
来
上
り
、
奈
海
岸
に
一
定
し
て
お
り
ま
す
。
海
水
浴
場
霊
童
一
円
、
街
路
事
業
費
と
し
て
五
宅
十
主
で
あ
る
二
悩
四
千
百
四
十
四
力
二
千
円

っ
て
友
情
と
信
頼
に
結
ぼ
れ
た
人
間
関
一
ぎ
ぞ
の
振
興
対
策
を
樹
て
る
か
は
、
非
一
は
今
年
か
ら
予
算
六
僚
を
も
っ
て
、
子
一
と
し
て
は
、
五
百
六
十
七
万
円
で
す
が
一
万
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
桜
一
の
一
一
O
%で
あ
る
四
千
八
百
二
十
八
万

係
を
凝
立
し
た
い
と
い
う
こ
と
が
基
京
一
常
に
む
ず
か
し
い
点
で
あ
り
ま
す
。
し
一
供
の
閣
の
建
設
も
は
じ
ま
り
4

ま
ず
か
ら
一
乙
れ
は
主
と
し
て
夏
季
補
導
闘
の
賃
金
一
道
区
画
祭
器
薬
と
し
て
、
九
喜
一
十
一
八
千
円
ま
で
叶
川
可
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

的
な
考
え
方
で
あ
れ
U
ま
す
。
こ
う
い
う
一
か
し
、
水
田
に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
げ
一
今
後
港
湾
や
原
研
等
も
観
光
資
源
の
一
一
等
で
あ
り
ま
す
。
一
万
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
新
年
一
て
お
り
、
禾
だ
倍
以
上
の
余
裕
は
あ
り

議
長
っ
て
棄
を
分
析
し
、
将
来
否
定
量
り
畑
作
に
つ
い
て
は
章
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
参
り
た
い
と
慎
一
次
に
語
環
境
整
備
の
充
実
を
図
る
一
度
境
警
望
書
に
重
点
を
お
き
新
年
度
の
震
は
昨
年
当
初

を
展
望
す
る
時
、
全
般
的
に
は
着
実
に
一
整
備
を
行
っ
て
基
幹
作
物
を
決
定
す
る
一
ま
す
勺
一
た
め
主
な
る
も
の
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一
た
い
と
風
っ
て
お
り
ま
す
。
防
災
で
は

伸
び
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
た
工
嘉
で
あ
D
、
今
年
は
最
え
ず
西
瓜
一
な
お
、
原
子
力
研
究
所
に
つ
き
ま
し
一
先
ず
水
道
で
す
が
、
こ
れ
は
特
別
会
計
一
消
防
の
中
貯
水
槽
の
建
設
工
事
費
で
百

と
パ
シ
タ
ム
、
そ
れ
か
ら
食
用
官
饗
を
一
て
は
今
年
の
秋
か
ら
材
斜
誠
験
炉
が
動
一
で
一
新
年
度
予
算
は
一
億
四
宝
ハ
百
四
十
一
一
王
1

万
円
、
ホ
ー
ス
と
消
火
栓
に
直
二

取
り
ト
一
げ
、
そ
の
推
進
し
を
凶
る
考
え
で
き
出
し
、
動
燃
事
業
団
で
は
重
水
の
試
一
九
万
円
で
あ
り
ま
す
。
一
土
ハ
万
円
、
詰
所
と
ポ
ン
プ
修
還
に
百

あ
り
ま
す
。
合
一
一
験
室
を
強
設
中
で
あ
り
ま
す
。
媛
、
社
一
現
在
給
水
量
四
千
J
は
確
保
し
て
あ
一
八
十
七
万
円
、
こ
の
ほ
か
交
通
安
全
対

翠
飛
に
つ
き
ま
し
て
は
、
売
上
げ
も
一
意
志
漸
次
殖
え
る
見
込
み
で
す
が
、
一

b
ま
す
が
、
新
年
度
以
降
ピ
I
ク
時
は
一
策
の
施
設
費
と
し
て
百
四
十
三
万
円
を

伸
び
て
お
D
、
活
舗
の
改
築
も
進
ん
で
一
安
全
荏
に
つ
い
て
は
、
出
来
る
だ
け
留
一
不
足
す
る
問
問
活
み
で
、
弦
張
工
事
を
す
一
計
上
し
て
お
り
ま
ア
。
重
点
施
策
の
一

お
幻
ま
す
が
、
市
場
が
狭
く
大
企
業
の
一
意
し
て
互
奮
を
期
し
た
い
と
鼠
っ
て
お
一
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
建
設
費
が
一
ニ
カ
一
つ
で
あ
る
教
育
文
化
の
関
で
は
笈
海
小

進
出
に
備
え
る
た
め
に
は
資
本
刀
の
間
一
り
ま
す
。
も
う
一
つ
国
立
大
学
の
研
究
一
年
計
画
で
二
鐙
一
宇
一
角
か
か
D
、

従

一

言

説

郭

若

者

却

題
も
あ
る
の
で
出
来
る
だ
け
阜
く
経
蛍
言
質
研
の
中
に
出
来
上
り
、
教
授
や
一
来
の
起
債
償
還
金
を
長
官
缶
、
ど
一
年
々
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
堕
百
校
舎

の
合
理
化
を
図
り
協
業
、
協
同
化
の
雄
一
職
員
の
社
宅
一
が
大
賞
角
一
の
台
地
に
建
一

puて
も
あ
る
程
度
の
斜
金
値
上
げ
の
一
は
こ
h
官
終
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

進
を
進
め
た
い
と
凪
っ
て
お
り
ま
す
。
一
設
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
や
む
な
き
に
季
、
そ
れ
で
も
な
お
こ
れ
か
ら
町
の
教
襲
撃
立
の
た
め
の

観
光
の
方
で
は
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
一
次
に
新
年
度
予
算
編
成
上
の
主
な
も
一
般
会
計
か
ら
千
一
一
百
万
円
出
資
せ
ざ
る
一
予
算
と
し
て
特
別
教
育
活
動
補
助
金
五

て
、
来
遊
容
も
活
発
に
な
hu
、
-
一
李
裂
一
の
そ
申
レ
よ
げ
た
い
と
岡
山
い
ま
す
。
一
を
得
な
い
現
況
で
あ
り
ま
す
。
次
に
国
一
十
八
万
円
、
学
力
向
上
対
策
補
助
金
二

民
健
康
保
険
で
す
が
、
こ
れ
も
特
別
会
一
十
二
五
月
教
職
員
研
修
補
助
金
と
し

計
官
新
年
度
の
予
算
は
一
億
六
千
四
百
一
て
四
士
芳
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す

九
十
五
万
円
に
な
り
ま
す
。
受
診
率
と
一
な
お
青
少
年
育
成
会
議
に
助
成
金
と
し

医
療
向
調
が
年
々
上
白
、
新
年
度
保
険
税
一
て
二
十
万
円
、
老
人
ク
ラ
ブ
助
成
金
と

に
お
い
て
二
O
%の
億
上
げ
に
な
る
見
一
し
て
一
二
十
万
円
、
児
議
遊
園
地
施
設
遊

込
4
で
す
が
、
そ
の
上
一
般
撃A会会日詳許詐計削よ仇りとν工一具塁仲山として主手手
a

万円円一一計計計削主上いた主仇

一
千
万
円
繰
り
出
す
乙
と
に
な
hり
ν
ま
し
一
し
た
。

た
。
な
お
衛
生
費
の
中
で
ゴ
ミ
腕
却
場
一
以
上
が
歳
出
の
主
な
る
も
の
で
す
が

の
建
設
資
と
し
て
二
千
五
百
万
円
を
計
一
引
き
続
き
、

ζ
れ
に
対
す
る
歳
ズ
の
点

上
し
て
お
huま
ナ
。
現
在
八
以
の
設
備
，
を
申
し
上
司
U
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
町
政
の
基
本
構
想

予算編成方針説明
清

二
、
予
算
編
成
上
の
重
点
協
策

一
ニ
、
町
財
政
の
現
祝
と
将
来

藤長町

先
ず
新
年
度
の
予
算
規
模
は
一
般
会
.
れ
は
学
校
や
し
尿
処
理
場
、
む
み
焼
却

計
で
五
億
七
千
四
百
ニ
十
四
万
円
、
昨
一
炉
等
に
対
す
る
補
助
金
で
あ
り
ま
す
。

年
度
に
比
べ
ま
す
と
、
三
千
二
百
八
十
一
普
通
建
設
事
業
費
二
億
二
千
二
百
九
十

奇
襲
振
興
の
た
め
、
基
盤
量
心
不
、
こ
れ
ら
は
何
れ
も
凶
と
県
と
一
町
一
五
万
円
露
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
一
年
度
七
万
四
千
円
、
操
出
金
コ
一
千
百
三
十
万

立
す
る
た
め
に
水
産
関
係
で
は
新
年
度
一
の
共
同
負
担
金
で
あ
り
ま
す
。
器
系
で
一
は
大
貫
と
諮
問
の
防
音
校
舎
の
建
設
が
一
円
、
公
債
費
一
手
百
六
十
九
万
三
千
円

寄
港
の
事
業
授
が
一
宅
千
五
百
万
一
は
買
代
と
し
て
一
一
一
百
万
円
、
こ
れ
は
一
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
乙
の
富
一
等
が
そ
の
内
訳
で
あ
り
ま
す
。
予
算
編

円
、
そ
の
う
ち
町
負
担
が
二
王
昔
万
一
近
代
化
資
金
利
子
補
給
金
、
農
協
活
動
一
と
し
て
は
、
前
日
仰
が
一
億
八
百
四
十
四
一
成
上
罰
則
4

も
苦
心
を
す
る
の
は
歳
出
と
歳

円
で
す
。
南
防
波
堤
の
延
長
、
四
肢
と
一
強
化
部
金
、
総
長
除
対
策
及
び
食
一
互
一
一
千
円
、
地
方
交
付
税
が
一
億
三
千
一
入
の
ア
ン
パ
一
ヲ
ス
で
あ
D
ま
し
て
、

五
抗
議
内
泣
き
、
議
室
の
延
百
草
貯
蔵
施
設
草
案
の
補
助
金
一
三
百
万
向
、
国
震
か
ら
の
支
出
金
が
一
均
一
露
出
の
点
で
あ
り
ま
す
。
毎
需

問
題
点
も
あ
る
わ
け
で
す
。
一
長
土
地
震
の
た
め
の
埋
立
が
計
画
さ
一
等
で
あ
幻
ま
す
。
揺
警
は
コ
百
四
一
八
宝
ハ
十
八
万
円
、
町
僚
が
四
千
七
百
一
言
年
々
埼
大
し
て
マ
の
に
反
し
、

雪
水
産
業
で
あ
り
ま
す
。
水
揚
亙
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
付
護
設
と
し
一
十
九
万
円
を
計
上
し
て
す
ま
す
が
、
一
十
万
円
、
霊
収
入
が
一
翼
手
九
豆
収
入
が
そ
れ
に
伴
つ
主
行
け
な
い
と
い

は
大
差
り
あ
り
ま
せ
ん
が
労
働
力
不
一
て
語
語
、
選
対
策
斜
路
補
修
等
一
霊
語
調
査
、
溜
謹
修
事
業
等
の
一
男
八
千
円
、
そ
の
他
特
定
財
源
と
し
一
主
で
あ
り
ま
す
。
然
し
学
校
に
し
て

足
と
後
継
者
問
題
が
出
て
お
り
ま
す
。
一
で
一
千
万
円
、
沿
岸
漁
業
振
興
の
た
め
一
補
助
会
で
あ
れ
ν
ま
す
。
な
お
ζ
の
他
に
一
て
一
一
宇
五
百
九
土
ハ
万
九
千
円
で
あ
り
一
も
、
水
道
に
し
て
も
、
道
路
に
し
て
も

し
か
し
、
笈
ま
で
に
は
努
六
襲
五
塁
走
化
資
金
利
子
補
給
金
、
あ
わ
一
量
産
鈴
と
し
て
三
百
十
二
万
円
を

7
子
。
乙
り
っ
ち
人
件
票
一
軍
宇
一
る
る
い
は
、
し
尿
処
理
事
寝
袋

水
産
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
で
あ
る
袴
捌
所
一
需
要
量
事
筆
宣
言
二
十
八
一
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
商
工
振
興
銀
で
一
六
一
塁
十
八
万
九
千
円
、
こ
れ
は
富
一
出
金
に
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
や
ら
な
一

が
出
来
上
D
ま
ず
の
雫
加
工
業
員
一
万
円
、
笠
岡
童
話
薬
害
加
工
一
は
、
商
ヱ
会
議
室
、
異
議
竺
義
喜
一
切
塞
白
ん
で
お
り
手
。
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
突
出
て
き
一

祭
足
対
策
と
雲
っ
て
そ
の
貫
主
義
設
改
善
資
金
利
子
補
給
金
と
し
て
一
用
保
説
話
芸
、
室
整
備
事
業
利
一
警
察
六
千
七
百
五
十
一
万
五
千
円
一
て
お
り
ま
す
。
堅
実
は
殆
ん
ど
建
↑

図
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
幾
業
ご
冒
五
十
三
万
円
主
剖
上
し
て
お
り
ま
一
子
補
給
金
等
で
百
六
十
七
万
円
を
計
上
一
補
助
資
が
五
主
ハ
十
五
万
三
千
円
、
こ
一
設
雲
南
の
二
億
二
千
二
百
万
円
の
中
ヘ
一

予
算
額
の
半
分
で
あ
り
ま
す
c

こ
こ
二

三
年
は
最
も
苦
し
い
財
政
事
情
に
直
歯

す
る
と
舷
い
ま
す
が
、
出
来
る
だ
け
英

知
を
傾
け
、
今
や
蹴
巡
途
上
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
町
百
年
の
大
計
を
築
く
た

め
に
、
全
力
を
挙
げ
た
い
と
存
じ
ま
す

な
お
執
行
に
当
り
ま
し
て
は
、
行
政
商
事

務
の
簡
素
合
理
化
を
同
り
な
が
ら
効
率

的
に
運
営
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
を
申

し
上
げ
て
説
明
を
終
り
ま
す
。

【
写
真
説
明
】

上
段
・
大
洗
港
内
の
抽
出
せ
っ
と
埋
立

中
段
・
一
一
一
月
定
例
会
マ
説
明
す
る
町
長

下
段
・
一
一
一
月
定
例
議
会
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ノノ

建
築
等
を
す
る
と
き

制
限
が
あ
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
を
ノ
.
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都
市
計
画
に
は
法
律
上
い
ろ
い
ろ
の

建
築
回
途

宮
公
庁
、
専
用
事
務
所
、
公
会
堂

民
間
比

ん
ゲ

B

ん

7
c

h
v
D
 

皆
傑
出
陣

五
十
平
方
目
以
上
の
車
趨

匝
汁
坪
出
版
以
斥
ゆ
陣
陣

犠
院
院
い
民
間
同

i

|

神
社
、
寺
院
、
教
会

診
的
問
所

I
l
l
l

関
川
川
刊
叶
判
制
」
組
問

学
校

i
l
l
i
l
i
-
-

l
劉
崩
吋
l
i
l
i
-
-

i
倒
用
商
問
I
l
l
i
-
-

専
問
問
商
白

飲
食
百

旅
館
、
ホ
テ
ル

病
院
l
1
1
1
1
1
1
i

料
理
山
口

劇
場
、
映
函
館
、
観
的
旧
制
掛

梓
川
M
W川
い
情
合
、
舞
開
削
場

公
衆
浴
場

そ
の
他
の
建
築
物

地

域

名

g ， 

ず
る
工
場
(
原
動
機
使
ん
の
床
閣
総
が
一
~
以
下
の
建
物
し
か
建
て
ら
れ
ま
せ
ん
。

五
十
平
方
げ
以
上
の
工
場
、
そ
の
他
公
一
こ
れ
か
式
で
表
わ
す
と
前
茨
の
と
お

警
が
比
較
的
小
さ
い
も
の
)
一

D
で
す
。

5
、
工
場
D
ま、一

A
・
B
・
0
以
外

の
工建築面積く建ぺい率〉に関する規制

A平方.'"干の敷地における建築面積の限度

~_(A-30平方総〉 批 A平d警方I地L干面積ニ10岬万波住居地域
く10のOSfZ.15t'f-30平方t'fXー6= 

工業地域!.¥) 10 
42平方げ以下の建物

例IJ.A く敷実J地E子面積)=100平方げ
商業地域 7 

10の0平と X-l7 D =70平方M以下一.A
無指定地域 10 

の建物

建
物
の
高
さ
は
道
路
の
隔
に
よ
っ
て

一
そ
れ
ぞ
れ
制
限
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、

一
住
居
地
域
で
は
段
高
二
O
M、
商
工
業

一
と
無
指
定
地
域
で
は
、
震
直
二
一
伐
を

一
限
度
と
し
ま
す
。
(
別
図
A
〉
と
左
表

一
の
と
お
り
で
す
。

一
女
都
市
計
画
街
路
の
予
定
地
内
の
建

一
築
を
制
限
し
ま
す

で
は
敷
地
面
積
一

O
O平
方
脱
(
約
一
二
一
都
市
計
画
街
路
は
前
記
の
之
お
hu
、

十
坪
〉
の
と
き
ほ
、
そ
れ
か
ら
三
十
平
一
都
市
化
の
発
展
に
応
じ
て
順
次
つ
く
ら

方
統
ハ
約
九
坪
〉
を
引
い
た
残
り
の
包
一
れ
て
い
く
わ
け
で
す
が
、
乙
の
予
定
さ

十
平
方
政
ハ
約
二
十
坪
〉
の
十
分
の
六
一
れ
た
用
地
内
に
家
屋
や
工
場
が
建
っ
て

す
な
わ
ち
四
二
平
方
印
刷
(
約
十
二
坪
)
一
し
ま
う
と
、
せ
っ
か
く
建
て
た
建
物
を

建築物の高さiこ関する制限

絶対高 道路涜界線より Bt'f後

〈日高限度〉
道路幅At'fに対して

返した部分

A X 1. 25く基準倍数〉 1. 25 (A十 B)かっ

f)'lJ、前面道路が5Ai干の 1.25A十 8li-'f以下

住居地域 20M とき
伊IJ.前回道路が5Jt'fで

5 X 1. 25=6. 25ι干
後退した部分B=5M
のとき

1. 25く5十日 =12.5t'f

以下

i商業地域

準工業地域 31N干 A X1.5く基準倍数〉
1.5くA十 B)かっ

無指定地域
1.5A十 8li-'f以下

建築物の高さに関する制限

、
一
域
)
を
投
げ
て
、
そ
の
広
域
内
に
建
物
一
ほ
か
湛
ー
γ
姻
は
埋
立
て
て
総
体
の
拡
一
期
間
と
し
て
、
す
っ
き
り
-
し
た
形
で
発

一
を
建
て
る
と
き
は
辿
築
主
の
方
々
に
隆
一
歩
率
緩
利
に
引
附
与
す
る
と
と
も
に
、
現
一
回
世
す
る
よ
う
に
し
た
の
が
大
き
な
目
的

一
接
い
ろ
い
ろ
な
法
律
上
の
制
限
に
つ
い
一
長
凶
的
酬
を
導
入
す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
一
で
あ
り
ま
す
，

-

て

む

協

力

を

お

願

い

す

る

こ

と

に

な

り

一

一

前

記

の

建

築

物

の

用

途

を

大

別

す

る

一
回
、
都
市
酎
画
と
み
な
さ
一

一

ま

す

。

一

一

と

、

①

住

居

間

地

、

@

璽

甫

地

、

③

一
な
お
十
福
利
用
の
お
よ
そ
の
数
字
は
一
ん
方
と
の
法
律
関
係
一
工
業
用
地
と
三
つ
に
な
り
ま
す
が
、

ζ

去
の
と
お
り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
森
町
の
都
市
計
踊
に
つ
い
て
は
、
一
れ
ら
の
目
的
に
か
な
っ
た
地
警
建

一
評
議
の
喜
一
今
ま
で
に
大
体
説
明
し
た
と
お
り
で
す
一
し
て
、
指
定
以
外
の
都
合
の
悪
い
建
築

計

闘

が

盛

り

込

ま

れ

て

お

り

ま

す

。

今

一

三

一

九

-B一
が
、
で
は
こ
の
よ
っ
な
都
市
計
画
は
佳
一
物
語
警
制
限
す
る
こ
と
足
り
ま

空

ハ

月

か

ら

は

、

大

幅

に

改

正

さ

れ

た

一

②

市

街

化

予

定

区

域

の

面

積

一

一

一

一

民

の

み

な

さ

ん

に

ど

の

よ

っ

な

連

関

し

た

。

需

計

画

法

裂

で

ま

す

が

、

そ

れ

一

一

O
O四

-B一
祭
去
る
か
述
べ
て
み
ま
す
。
一
女
よ
く
纏
め
て
か
ら
建
築
を
/

を

大

き

く

わ

け

で

み

ま

す

と

次

の

四

つ

一

③

燦

林

緑

地

区

域

の

関

積

一

一

前

記

の

こ

と

を

わ

か

り

易

一

く

整

理

す

に

な

り

ま

す

。

一

一

一

一

五

・

omw一
①
用
途
地
域
内
の
建
一
る
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

①

市

街

化

区

域

と

市

寝

室

長

一

一

開

講

習

量

一

築

は

一

定

の

制

限

一

一

薬

物

を

建

て

る

と

き

は

、

そ

の

土

②

回

途

地

域

と

特

別

用

途

地

域

。

一

一

一

八

二

了

一

万

一

一

地

が

ど

の

よ

う

な

用

途

地

域

に

な

っ

て

↑

と

を

亜

け

ま

す

一

③

都

市

施

設

。

一

A
、
住
属
地
域
二
O
六
・
四
Z
一

一

い

る

か

を

最

初

に

確

め

て

か

ら

に

し

て

④

市

街

地

開

発

事

業

。

一

B
、
商
業
地
域
四
四
・

O
紗
一
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
直
接
関
係
の
一
し
い
た
だ
き
ま
す
(
建
設
課
都
市
計
画
係

以
上
の
四
つ
が
お
互
に
有
機
的
に
関
一

υ、
準
工
業
地
域
一
ニ
二
・
八
紗
一
あ
る
の
は
、
用
途
地
域
の
位
憧
の
決
定
一
に
お
問
い
合
せ
下
さ
れ
ば
す
ぐ
わ
か
り

連
し
て
、
都
市
機
能
が
確
立
さ
れ
る
も
一
@
都
市
首
画
街
路
網
一
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
一
ま
す
)

の

と

理

解

さ

れ

ま

す

。

一

一

用

、

途

指

定

と

は

、

建

築

物

を

そ

の

回

一

規

制

表

(

別

表

)

し
か
し
、
人
口
の
規
模
と
か
そ
の
地
一
に
つ
い
て
一
的
(
住
宅
や
后
舗
、
あ
る
い
は
ヱ
湯
な
一
(
注
)

域
の
実
情
に
よ
っ
て
、
ど
こ
で
も
同
じ
一
乙
の
計
画
は
、
昭
和
ニ
十
九
年
に
決
一
ど
)
に
合
せ
て
も
っ
と
も
適
当
な
土
地
一

1
、
x印
は
建
て
ら
れ
な
い
建
物
。

き
な
計
画
が
な
さ
れ
る
と
は
主
D
一
定
し
た
街
路
自
に
変
更
追
加
を
行
な
一
に
建
て
て
、
語
震
や
衛
生
上
の
問
一

2
、
工
場
A
は
、
建
築
基
準
法
別
表

ま
ん
。
そ
こ
に
は
当
然
、
基
本
構
想
に
一
ぃ
、
将
来
の
震
を
考
慮
し
て
襲
し
一
題
、
そ
れ
に
商
工
業
の
署
長
生
産
一
第
一
一
の
仰
に
該
当
す
る
工
場
ハ
危
険
物

も
と
ず
い
て
、
将
来
の
震
に
ふ
さ
わ
一
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
一
撃
の
向
上
等
、
土
地
と
建
築
物
量
一
悪
臭
、
豊
富
な
ど
に
よ
る
公
害
大
き

し
い
計
闘
が
樹
て
ら
れ
る
こ
と
足
り
一
女
都
市
計
画
露
と
い
う
の
は
一
切
な
府
途
使
用
方
法
を
決
め
る
こ
と
で
一
い
も
の
)

l

ま

す

。

一

都

市

計

画

区

域

内

に

あ

る

市

街

地

や

子

。

一

3
、
工
場
産
、
同
じ
く
佑
に
該
当

奈
町
の
需
計
画
の
現
況
は
、
将
一
集
落
器
、
ど
こ
に
ど
ん
な
形
で
量
一
工
場
地
区
に
病
院
、
あ
る
い
は
住
宅
一
ず
る
工
場
(
原
動
機
使
用
の
集
富

来
の
量
に
不
可
欠
な
基
幹
と
な
る
計
一
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
土
費
用
一
地
の
中
に
工
場
が
混
じ
っ
た
り
す
る
と
一
繁
一
五
O
平
方
賃
上
の
工
場
、
そ

画
と
し
て
、
次
に
あ
げ
る
よ
っ
な
計
画
一
の
状
態
や
、
都
市
づ
く
り
に
関
係
す
る
一
い
ろ
い
ろ
な
警
が
で
て
ま
い
り
ま
す
一
の
央
舎
が
比
較
的
小
さ
い
も
の
)

を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
一
い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
実
況
な
ど
を
基
に
一
こ
の
よ
っ
な
警
、
公
害
防
い
で
一

4
、
工
場
在
、
同
じ
く
仲
に
該
当

①
土
地
刺
用
酎
画
に
し
て
、
人
口
の
摺
加
、
市
街
地
の
伸
び
一
建
築
物
の
用
途
を
規
制
す
る
も
の
(
規
制
表
)

一
等
に
応
じ
、
将
来
の
市
街
地
と
し
て
開
一

つ

い

て

一

一

一
発
す
る
た
め
に
計
画
し
た
道
路
で
す
。
一

こ
の
計
画
は
、
六
辞
書
の
土
地
別
図
の
街
路
計
聞
き
撃
さ
い
。
一

利

用

を

将

来

の

発

展

の

予

想

か

ら

み

て

一

一

こ
の
よ
う
な
奈
川
望
ま
し
い
と
い
う
考
一
③
土
地
区
画
整
理
事
一

え

を

も

っ

て

策

定

し

た

も

の

で

す

。

一

葉

に

つ

い

て

一

将

来

を

予

測

す

る

こ

と

は

大

変

む

づ

一

一

か
し
い
要
素
を
合
ん
で
お
り
ま
ず
か
ら
一
乙
の
計
画
は
、
当
面
国
鉄
水
戸
佐
原
一

一
定
の
時
期
〔
大
体
五
カ
年
)
が
く
れ
一
線
の
敷
設
に
伴
う
、
大
洗
駅
舎
敷
地
の
一

ば
再
検
討
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
す
が
一
造
成
耗
ひ
に
関
係
住
民
の
宅
地
利
用
の
一

混
在
の
段
階
で
は
一
応
都
市
化
さ
れ
る
一
効
率
化
を
図
る
と
共
に
、
金
大
洗
地
域
一

区
域
と
燦
林
緑
地
と
し
て
の
健
全
性
を
一
開
発
の
拠
点
形
成
を
事
同
し
、
か
つ
今
一

保
持
す
べ
き
区
域
と
を
医
別
し
て
、
土
一
後
に
お
げ
る
土
地
広
間
前
町
理
争
業
の
先
一

地
の
利
荊
の
調
整
を
し
て
い
く
こ
と
が
一
駆
伊
な
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。
一

内

容

と

な

り

ま

す

。

一

①

施

行

面

積

一

一

一

O
紗一

土
地
の
利
用
と
一
一
A

う

も

の

は

、

公

共

一

@

計

画

の

内

容

一

の
た
め
に
一
定
の
制
限
を
常
に
受
け
る
一
区
画
整
理
事
業
を
実
施
す
る
地
域
内
一

と
い
う
こ
と
が
、
本
来
全
体
の
た
め
に
一
そ
南
北
に
走
る
制
民
一
六
政
の
計
回
一
勧
一

も
な
D
、
か
つ
土
地
利
用
者
の
利
益
に
一
路
は
既
設
大
洗
バ
イ
パ
ス
に
接
抗
し
で

も
な
る
と
い
う
、
新
法
の
理
骨
折
強
調
一
六
一
一
一
O
H延
長
さ
れ
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
部
西
側
で
、
大
洗
駅
に
通
ず
る
広
場
を

女
土
地
剰
用
の
あ
ら
ま
し
一
形
成
し
、
駅
舎
凱
送
放
が
設
段
さ
れ
る

都
市
化
区
域
を
秩
序
あ
る
盤
然
と
し
一
な
お
公
園
総
地
を
配
し
、
住
宅
地
内
の

た
、
市
街
地
と
す
る
た
め
に
用
途
地
域
一
区
間
街
路
は
幅
員
四
2
六
Z
八

mと
な

八
伎
同
局
地
域
、
高
業
地
域
、
準
工
業
地
一
る
。

1llll川Lll-

取
り
こ
わ
し
た
hu
、
移
転
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
、
や
っ

か
い
な
問
題
が
起
り
ま
す
の
で
法
律
の

た
て
ま
え
上
、
次
の
よ
う
に
個
人
の
権

利
か
制
限
し
て
い
ま
ず
か
ら
用
途
地
域

の
関
係
と
同
じ
よ
う
に
、
十
分
注
意
し

て王日。

計
附
街
路
決
定
地
内
の
建
築
制
限
に

つ
い
て
は
、
建
築
基
準
法
で
も
次
の
よ

う
に
定
め
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
決
定
が
受
け
た
計
画
街
路

の
中
へ
は
二
階
建
以
下
で
、
地
下
室
の

な
い
こ
と
、
そ
し
て
木
造
鉄
骨
造
、
あ

る
い
は
コ
ン
ク
D
lト
プ
ロ
ッ
ク
造
b

等
で
、
た
や
す
く
移
転
や
取
り
除
去
か

で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
建
築
で
き
な

い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

-Rお
わ
り
に

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
建

設
省
告
示
第
一
二
、
八
一
八
号
及
び
同
第

三
、
八
八
九
号
に
よ
り
大
洗
町
都
市
計

回
街
路
と
六
統
都
市
計
画
用
途
地
域
の

指
定
そ
受
け
た
の
で
、
こ
れ
に
伴
い
、

い
ろ
い
ろ
の
法
の
規
制
を
受
け
ま
吹
が

み
な
さ
ん
の
と
理
解
と
と
協
力
に
よ
hu

乙
の
事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
て
、
美

し
い
住
み
よ
い
、
舷
力
あ
る
地
域
環
境

を
つ
く
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
皇

す
の
で
、
幾
霞
に
も
御
協
力
、
御
援
助

の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

…
税
の
コ
ー
ナ
ー
…

隠
す
品
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
は

前
年
兇
何
M
m
位
鴻
税
と
な
る
の
で
し
ょ

う
今
か
。
ま
た
、
そ
の
理
由
等
も
あ
わ
せ

て
お
答
え

τ去}い。

答
①
保
険
税
と
し
て
は
、
前
年
比

一
人
当
hu
一
二
一
二
三
%
の
増
と
い
う

数
字
と
な
り
ま
す
。
(
一
人
当
b
初出咋

度
陸
一
一
、
七
O
八
円
、
本
年
度
は
回
、

五
一
二
四
円
の
試
算
)
但
し
資
産
割
、
所

得
鶴
の
有
無
に
よ
っ
て
偶
人
差
が
あ
り

ま
ず
か
ら
念
の
た
め
。

②
受
診
認
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、

前
年
皮
一
人
当
り
、
年
約
四
、
五
回
診

僚
を
r
つ
け
た
も
の
が
、
本
年
度
は
一
人

当
り
年
約
五
回
診
山
学
つ
げ
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
税
額
合
計
で
前

年
よ
り
約
一
、

0
0
0万
円
多
く
皆
様

に
税
金
を
振
り
分
け
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
で
も
、
な
お
一
、

0
0
0万
円
不

足
と
い
う
乙
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

ζ

の
不
足
分
は
一
般
会
計
か
ら
持
ち
出
し

て
、
関
係
会
一
一
一
則
そ
補
つ
こ
と
と
な
h
u
、

こ
の
相
川
町
論
会
の
総
決
を
お
顕
い
'
U
走

わ

け

で

す

。

ハ

税

務

穆



新
聞
や
テ
レ
ビ
で
は
、
怒
惨
な
交
通
一
時
々
よ
そ
で
み
か
け
ま
す
が
、
心
な
い

事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
を
毎
日
の
よ
う
に
報
一
人
々
の
い
た
ず
ら
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら

珂
一
火
器
量
に
お
げ
る
給
水
雲
一
ず
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
U

一

の

で

す

が

、

奈

警

は

今

ま

で

十

三

口

軒

!

日

時

計

山

一

向

日

目

的

竹

下

九

日
一
は
年
々
増
加
し
、
本
年
度
は
大
辞
上
一
四
十
四
年
度
の
建
設
妻
は
、
二
力
一
ま
で
一
一
百
円
が
一
一
百
五
市
、
一
カ
月
一
雪
景
に
く
ら
べ
て
、
交
通
安
全
一
施
一
交
通
事
故
は
も
う
ひ
と
む
と
で
は
あ

引
一
水
号
室
心
施
設
簡
を
は
る
か
に
一
男
議
案
一
戸
さ
く
空
安
び
、
一
に
五
十
円
の
値
上
げ
で
す
。
そ
れ
喜
一
設
の
た
ち
お
く
れ
突
き
目
立
ち
ま
一
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
た
を
守
る
安
全

日
一
古
る
状
況
に
な
る
も
の
と
還
さ
れ
一
同
水
源
地
穴
浄
水
揚
議
室
答
布
一
し
た
場
合
、
二
十
J
ま
で
が
一
J
四

十

一

す

。

一

施

設

は

皆

さ

ん

が

た

の

手

で

保

護

い

た

と

ま

ず

。

一

設

工

霊

ぴ

に

浄

水

揚

か

ら

六

車

問

一

号

制

作

、

ニ

土

J
か
ら
は
五
十
J

一
交
通
事
故
集
合
防
ぐ
た
め
に
も
一
し
ま
し
ょ
う
。

調
一
町
で
は
、
こ
の
急
治
す
る
水
量
に
一
原
山
の
既
設
管
へ
接
絹
す
る
ま
で
の
配
一
ま
で
が
一
J
四
十
二
円
の
割
合
、
平
一
早
急
に
安
全
施
設
対
策
を
こ
う
じ
な
け
一
設
置
場
所
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

…

一

切

郡

山

町

民

昨

日

河

口

一

リ

昨

日

山

首

位

同

一

一

日

缶

詰

耕

一

日

目

当

時

一

品

許

可

毒

事

竺
調
査
を
進
め
検
討
し
て
い
た
が
、
こ
の
一
九
壬
百
四
十
四
万
ゴ
ヤ
円
が
計
上
さ
一
あ
っ
た
も
の
三
一
段
階
に
往
、
消
費
一
お
お
い
の
で
、
交
通
事
故
の
件
数
年
一
女
カ
!
ブ
ミ
ラ
l

m崩
許

十

ご

院
百
戸
」
、
拡
張
一
一
一
カ
年
計
画
主
て
、
町
一
れ
て
い
ま
す
υ

な
お
コ
一
カ
年
の
議
事
会
肢
に
応
じ
た
新
し
い
禁
制
度
章
一
々
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
区
②
一
分
間
五
パ
ン
毒
事
パ
ン
一

一
の
議
会
長
っ
た
と
こ
ろ
、
去
の
誠
一
笑
に
要
す
る
工
事
伐
の
識
は
二
低
一
り
入
れ
た
次
第
で
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
一
で
は
町
民
の
皆
さ
ん
菱
重
放
か
ら
一
室
下
カ
1
ブ
書
房
長
⑥
加
工
一

一
決
議
た
の
で
、
三
カ
年
計
闘
出
、
一
一
二
主
台
四
十
八
万
二
一
千
円
で
あ
り
ま
一
し
く
お
願
い
申
し
ょ
げ
ま
す
。
一
守
る
た
め
の
交
通
安
全
施
設
事
業
と
し
一
組
合
前
患
の
健
旅
館
前
十
字
⑧
久
一

一

望

袋

詰

筆

霊

に

近

く

主

す

。

一

一

て

、

こ

の

た

び

萱

路

島

二

纂

と

カ

:

一

集

前

主

事

実

勇

l
ブ
⑮
元
(

一

j
i
f
-
-
-
s
i
g
i
l
-
i
i
z・
一

新

改

定

料

金

表

一

;

一

一

、
一

222Sigis----

一

一

ブ

ミ

一

ブ

l
十
六
個
を
設
躍
し
ま
し
た
G

-

大
賞
竜
一
陣
前
⑬
な
め
雇
脇
丁
字
路
⑫
郡
一

一

↑

{
1月
あ
た
D
】
一

i
'
1
i
i
'
l
'
i
'
!
l
'
l
'
1
'
!
i
'
l
'
l
i
i
i
'
l

一

水

道

料

金

改

正

に

つ

い

て

一

1
1
1
1
1
1
l
l
i一

一

「

一

環

一

二

;

一

一

一

一

一

の

活

動

に

強

い

期

待

主

萌

し

、

さ

ら

一

需

用

者

の

皆

様

に

お

願

い

一

一

党

一

四

1
2
r
=
青

少

年

育

成

運

動

力

強

く

前

進

一

に

、

霊

長

企

進

ず

る

た

め

一

塁

の

皆

2
2
2
1てて実
施
す
る
こ
と
に
な
一
一

2
1主!
大

洗

町

青

少

年

育

成

会

Zさ
る

|

一

詩

吟

閥

抗

告

一

一

遂

事

業

に

つ

い

て

色

々

御

配

慮

義

い

一

り

ま

し

た

じ

四

年

間

で

一

一

億

一

一

千

万

円

四

一

即

日

幻

れ

一

田

町

一

一

泡

一

青

少

年

育

成

会

議

の

前

事

}

一

議

し

た

一

あ
一
れ
駐
日
付
一
日
間
禁
罪
判
一
一
一
戸
ト
臨
時
照
的
十
一
百
四
一
時
的
伝
説
探
知
一
日
時
2
3
一

一
特
に
夏
季
に
は
平
常
の
倍
以
上
に
ふ
と
す
る
こ
と
こ
な
り
ま
し
た
。
値
上
ア
を
一
一
、
制
一
世

4
5
5州一
一
義
く
も
の
は
青
少
年
で
あ
る
。
青
少
一
育
成
国
民
事
の
脅
を
一
掲
げ
、
こ
こ
一
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
聖
し
一
町
民
運
動
の
筆
に
寄
与
し
き
と
一

一

一

l

、

、

九

一

土

山

中

司

|

一

雪

印

一

一

一

一

日

一

ず

る

団

体

、

個

人

事

関

係

機

関

に

よ

一

言
お
り
ま
す
。
現
在
四
千
差
確
保
し
一
す
る
こ
と
は
誠
九
心
苦
し
も
』
て
す
こ
|
科

1利
叫
|
一
市
一

C
E
o
一

一

年

率

に

健

康

な

身

体

を

も

と

に

、

広

一

に

力

強

〈

結

集

し

た

」

。

王

国

民

事

、

震

運

動

の

機

運

に

呼

一

一

随
一
て
お
り
ま
系
、

5℃
も
こ
れ
を
す
困
難
な
水
道
援
を
御
霊
下
さ
一
一
一
一

M
M
M

一
町
一
時
引
一
一
い
視
野
と

Eい
暴
露
ぃ
、
主
以
上
は
、
昭
和
四
十
一
年
五
月
一
一
十
一
応
し
、
一
六
町
民
連
崩
の
展
開
を
は
か
一

J
一

円

十

一

友
一
ま
ま
で
重
し
は
』
れ
ば
な
ら
ず
一
っ
て
御
協
刀
下
さ
ら
ん
こ
と
を
お
願
い
二

l
F
Z
K計
十

一

E
Z糧事
、
そ
の
能
一
七
日
、
東
京
サ
ン
ケ
イ
ホ
l
ル

に

全

国

一

る

こ

と

と

な

り

、

昨

年

来

そ

の

推

進

母

一

一

新
年
度
自
い
切
っ
て
、
第
二
次
拡
一
申
し
ょ
げ
ま
す
。
料
金

5
2一
刻

石

川

川

一

間

1

一
一
君
主
揮
し
、
有
為
の
人
と
し
す
青
少
年
代
表
、
青
少
年
寝
袋
一
体
と
し
て
、
大
陸
青
少
年
育
成
会
議
一

J
宣

言

、

そ

の

自

主

的

喜

一

子
工
悶
枇
畑
一
時
一
一
一
て
成
長
す
る
こ
と
は
、
青
少
年
自
身
の
一
青
少
年
霊
震
団
体
の
代
表
、
各
界
一
の
結
成
準
備
そ
す
す
め
て
お
り
ま
し
た

ga、参
加
盟
の
固
有
の
活
動
を
一

二

区

一

家

一

船

一

師

一

共

一

一

一

一

一

支

援

、

助

成

し

、

そ

の

一

層

の

強

化

を

一

一

一

ド

ド

U
U卜
L
一
誇
る
べ
き
課
題
で
あ
る
を
も
に
、
国
一
の
代
表
な
長
一
、

0
0
0名
義

一

【

大

洗

町

青

少

年

育

成

会

議

委

一

ま

わ

る

。

一

蹄一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

し

て

き

な

わ

れ

た

青

少

年

育

成

国

民

一

台

一

ぶ

君

団

体

の

個

々

の

活

動

議

合

一

四

県

文

化

財

に

新

指

定

一

日

時

鉱

山

首

片

付

指

針

一

に

恒

日

ド

諮

問

問

一

日

時

計

羽

詰

七

一

一
一
木
造
阿
倍
如
来
座
像
な
ど
一
時
十
関
目
的
刊
誌
立
自
問
訪
れ
「
時
間
同
ぁ
山
間
的
対
日
目
一
十
動
と
は
、
一

必

一

一

結

成

大

会

に

は

、

佐

藤

一

総

理

も

来

袋

一

民

運

動

」

の

艶

泌

を

一

決

議

、

役

員

の

選

一

常

に

密

接

な

運

搬

却

を

は

か

り

、

運

動

効

一

開
一
大
洗
町
で
は
、
文
化
財
と
し
て
亘
っ
た
、
高
さ
九
十
符
の
仏
像
、
室
町
主
と
し
て
出
席
し
「
次
代
童
つ
青
少
年
一
出
、
青
少
年
代
表
・
飯
塚
政
望
ハ
南
京
を
総
合
的
に
発
情
押
す
る
こ
と
の
で
き
一

|
一
跡
】
日
下
塚
(
錦
町
娘
)
・
妻
、
【
天
一
期
の
作
品
で
、
あ
ざ
や
か
な
震
が
特
一
ぞ
健
全
に
育
成
す
る
こ
と
は
、
国
家
主
白
、
青
少
年
夏
団
体
代
表
・
関
根
一
る
よ
う
十
分
に
配
慮
す
る
。
一
み
な
さ
ん
、
む
事
の
こ
と
と
お
も

然
記
ム
「
盟
主
付
イ
チ
ョ
ク
(
西
光
一
色
。
ま
た
、
ほ
か
の
三
つ
の
仏
像
は
、
一
会
長
せ
ら
れ
た
重
大
妻
宅
雪
一
度
(
一
巾
校
長
)
の
決
意
表
明
な
ど
一
信
に
対
し
て
青
少
年
施
策
の
強
化
一
い
ま
す
が
、
従
来
、
屋
外
広
告
物
の
許

室
内
)
が
、
燥
の
指
定
を
つ
け
て
お
一
乙
の
撲
の
関
仏
と
し
て
中
に
は
い
一
国
政
の
基
本
で
あ
る
」
と
力
強
く
喜
一
が
あ
り
「
大
許
青
少
年
育
成
会
議
」
一
を
求
め
る
と
同
時
に
、
こ
れ
に
協
力
し
可
申
請
事
務
は
、
水
戸
士
事
務
所
こ

り
ま
す
が
、
さ
る
一
一
一
月
二
吉
、
木
造
一
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
鎌
倉
中
期
の
作
一
義
雄
し
、
政
府
皇
室
挙
げ
て
青
京
発
足
し
ま
し
た
。
一
て
十
分
に
そ
の
効
果
を
あ
げ
一
る
。
一
お
い
て
行
な
わ
れ
て
お
主
し
た
が
、

阿
弥
息
楽
器
な
ど
、
つ
ぎ
の
六
点
一
阿
弥
陀
如
来
最
(
西
光
院
)
一
少
年
施
策
の
充
実
に
努
力
す
る
こ
と
を
一
結
成
大
会
の
席
上
、
加
藤
町
在
、
一
【
役
員
}
一
法
の
改
正
に
伴
い
、
四
月
一
日
よ
り
防

毒
袈
文
化
財
と
し
て
、
新
た
に
県
抱
一
ヒ
ノ
キ
響
、
鎌
倉
末
期
の
作
、
高
一
約
束
さ
れ
ま
し
た
。
つ
づ
い
て
、
喜
一
青
少
年
の
健
全
な
室
長
つ
関
係
者
一
会
長
加
藤
清
(
六
市
町
長
)
一
に
委
任
さ
れ
、
護
費
罪
認
で
許

雪
つ
け
ま
し
た
。
一
さ
真
喜
一
昭
和
四
十
二
年
三
月
十
四
日
に
は
、
国
一
の
熱
意
語
、
ー
を
う
け
、
そ
の
努
一
回
会
長
寺
内
受
教
育
委
員
会
委
一
可
申
請
事
警
護
つ
こ
と
に
な
り
ま

【

彫

刻

}

一

話

国

一

民

会

議

の

呼

び

か

け

に

応

じ

、

江

旦

力

に

塚

、

乱

す

M
と

と

も

に

、

「

青

ア

色

鮮

門

(
P
T
A
速
一
し
た
。

阿
弥
陀
如
米
間
後
(
雲
寺
)
一
金
剛
界
大
日
如
来
図
像
ハ
西
光
院
〉
一
民
(
県
体
育
協
会
き
を
会
長
と
す
る
一
少
年
毒
全
に
育
成
す
る
に
は
、
車
一
番
雲
喜
一
こ
れ
か
ら
屋
外
広
告
物
の
許
可
申
請

阿
弥
陀
如
来
最
安
)
一
大
日
如
来
車
号
室
を
い
た
だ
一
茨
城
県
民
会
議
も
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
石
の
強
化
に
ま
つ
こ
と
は
勿
論
で
す
が
一
監
事
石
山
修
(
銭
高
会
副
会
一
手
続
を
さ
れ
る
事
、
申
請
手
続
等
に

詰
持
)
一
が
取
持
っ
て
い
る
よ
一
一
の
許
可
駐
日
韓
一
話
諮
問
諸
山
同
一
段
2
2
一凶器
1
5費
量

眼
目
像
は
'
v
せ
木
造
的
ν
、
ヒ
ノ
キ
伊
使
、
一
一
に
育
成
オ
る
た
め
に
、
団
体
相
瓦
の
つ
一
と
を
確
信
す
る
」
旨
を
の
ぺ
、
本
会
議
清
水
拡
一
郎
ハ
子
ど
も
会
-

(4) 

上
水
道
拡
張
三
ヶ
年
継
続
事
誌
を
決
定

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

道
路
照
明
カ

l
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置

重

富
所

書

総

工

費

二

億

三

千

六

百

万

円

お

世。

蝿 48曹

~ 

筒
成
連
合
会
長
)

常
任
委
員
各
参
加
団
体
の
代
表

ハ
予
定
)

んγ

柴
田
一
一
一
男
四
(
磯
浜
小
P
T

A
)
 

ヂ
副
会
長
石
崎
作
衛
門
〈
祝
町

小
ん
乙

んY

野
上
為
三
(
大
賞
小
ん
ゲ
)

ん
ゲ
田
口
受
一
(
変
海
小
ん
ゲ
)

ヂ
(
合
曲
部
百
蔵
(
第
一
中
。
〉

ヂ
探
作
品
田
一
悠
ハ
間
中
h
γ
)

9

清
水
拡
一
一
郎
ハ
機
浜
子
ど
も

会
)

hγ

副
会
長
石
崎
作
衛
門
ハ
祝
問

ん乙
猿
田
照
一
ハ
大
賞
。
)

井
上
信
男
(
一
度
ぬ
ん
乙

古
川
政
次
ハ
ボ
l
イ
ス
カ
ヲ

ト
)

大
川
泰
男
(
青
年
団
)

小
松
崎
あ
さ
(
磯
浜
婦
人

会
)

大
賞
か
つ
(
大
賞
ヂ
)

深
作
賞
(
東
海
h
γ
)

米
山
徳
次
ハ
商
工
会
)

石
山
修
(
観
光
協
会
)

根
本
夫
(
交
通
安
全
母
の

会
)

小
幡
五
回
ハ
磯
沢
漁
協
)

飛
田
惣
一
ハ
六
洗
h
γ
)

小
沼
よ
し
ハ
ヂ
ヂ
婦
人
会
)

申
山
正
俊
(
水
産
加
工
組

合
)

菅
原
弥
ハ
大
洗
農
協
)

関
根
主
主
百
ハ
明
正
会
)

関
根
軍
次
(
町
議
蚕
)

門
華
品
百
四
郎
議
浜

φ

小
貫
四
郎
(
祝
町
小
)

望
商
雄
(
大
貫
小
)

川
村
捻
治
ハ
夏
海
小
)

関
根
厚
ハ
第
一
中
)

菊
田
光
正
(
南
中
)

自
国
忠
郎
ハ
大
洗
警
部
派
出

所
)

坂
本
塁
巾
ハ
消
防
団
)

小
川
間
吉
夫
ハ
民
生
委
員
)

高
柳
清
ハ
青
少
年
相
談
号

小
沼
磯
次
郎
(
保
護
司
)

竹
内
宏
(
体
育
指
導
委
号

~-Ý~ 。亭'? ~シヂヂタ。宇~ク'l"9 1'1'??9?ククヂタタタタ
屋
外
広
告
物
の
許
可

申
請
は
投
場
へ

し

た

。

一

こ
れ
は
総
事
業
資
三
千
八
百
ニ
十
五
-

万
円
で
建
設
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
う

ち一

T
八
百
五
十
二
万
円
が
国
か
ら
補

助
さ
れ
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
の
市
場
内
部

は
、
一
千
八
0
0平
方
げ
の
広
さ
が
あ

り
、
特
に
扇
町
恨
材
に
は
シ
ル
バ
ー
ク
ー

ル
と
い
う
特
殊
な
材
料
冷
用
い
、
支
柱

を
使
ね
な
い
よ
-
フ
設
計
上
の
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
n

完
成
は
五
月
末
で
、
魚
市
場
の
開
設

は
七
月
闘
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

写
真
・
建
設
中
の
魚
市
場

青
少
年
相
談

員
の
活
動

河
少
年
相
談
員
は
、
日
夜
こ
と
あ
る

と
と
に
、
町
内
の
青
少
年
の
非
行
防
止

長
期
欠
版
児
蛍
一
山
相
鋭
、
学
校
柑
一
マ
指
持

関
係
機
関
へ
の
協
力
、
有
害
潔
境
の
発

白
川
一
成
報
等
に
あ
た
4
7

て
お
り
ま
す
。

さ
る
四
月
五
円
相
談
以
慾
叩
品
川
署
及
ぴ

町
阿
佐
謀
長
一
行
が
非
行
少
年
の
「
た

ま
り
場
」
十
カ
所
を
実
地
調
査
し
、
い

ろ
い
ろ
の
実
情
を
視
町
役
し
て
、
今
後
の

指
川
方
法
に
大
き
な
成
山
県
を
挙
げ
ま
し

た。
現
在
、
大
洗
町
に
は
次
の
十
五
名
の

青
少
年
相
談
員
が
お
ら
れ
、
各
担
労
医

域
内
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
ず
か
ら
、

児
童
を
合
め
た
青
少
年
の
こ
と
な
ら
、

ど
ん
な
聞
刷
で
も
結
械
で
す
か
ら
遠
慮

な
く
相
談
し
て
下
さ
い
。
相
談
内
容
に

つ
い
て
秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
加
議
員
は
「
青
少
年
相
談
員

の
家
」
と
い
う
門
標
を
掲
げ
て
お
り
ま

す。
大
洗
町
青
少
年
相
務
員

氏

名

担

当

民

税

マ
磯
浜
地
区

関
根
主
百
聞
神
町

関
根
ふ
み
。

根

本

夫

祝

町

関
根
善
雄
一
、
二
了
白

関
根
勝
一
一
一
郎
仲
町
、
金
沢

坂
本
信
通
町
、
新
針

山
口
進
出
峨
永
町

出
岸
和
田
博
ヂ

消
水
拡
一
郎
髭
釜

伊

沢

弘

hv

一
〉
大
賞
地
区

高
柳
潟
角
一
、
南
北
清
水

海
老
沢
好
一
上
、
中
宿
、
蔵
前
、

，
t
i

舟
渡

猿
田
照
一
寺
釜

-
V
夏
海
地
区
帽
闇
圃

i
f私

杉
山
出
口
夫
夏
海

大
良
寛
彦

港
湾
内
に
魚

市
場
建
設

問
和
三
土
ハ
年
秋
、
幾
多
の
悶
難
を

排
し
、
現
代
が
学
の
粋
を
集
め
て
大
洗

浴
悠
設
に
着
手
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、

着
々
と
工
事
も
進
捗
し
、
本
年
は
第
三
一
教
育
長
に
後
藤
氏

次
五
カ
年
改
喜
朗
の
第
二
年
次
矢
一
を
選
任

り
ま
し
た
。
今
年
か
ら
港
湾
機
能
の
一
一

部
も
蓄
し
、
漁
船
の
出
入
り
も
は
じ
一
一
削
教
育
長
需
品
目
議
に
よ

め
ら
れ
ま
す
。
町
で
は
こ
れ
に
対
処
し
一
り
欠
品
で
あ
っ
た
教

E並
び
に
教
育

て
、
か
ね
て
計
回
中
の
魚
市
場
高
利
一
言
の
後
任
表
次
ほ
と
お
り
決
定
い

一
た
し
ま
し
-P

四
十
一
一
一
年
度
沿
倖
漁
業
椛
治
改
善
補
助
一
一
数
行
H
K

後
磁
文
(
リ
応
町
立
大
洗

町
存
地
と
し
て
建
必
ず
る
こ
と
に
な
り
、
一
第
一
中
学
校
長
)

吋
去
る
二
月
一
臼
に
起
工
式
を
行
な
い
ま
戸
数
討
委
以
深
作
治
ハ
幾
業
〉
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